
 
 

 
 

 
 

 
 

「

開

戦

」

 

と

 

「

平

和

憲

法

」

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

―

日

本

人

の

「

憲

法

・

読

解

力

」

回

復

へ

―

―

 

 

◆

六

十

九

年

前

の

十

二

月

八

日

。

日

本

は

、

ア

メ

リ

カ

・

真

珠

湾

を

奇

襲

攻

撃

し

、

太

平

洋

戦

争

に

突

入

。

そ

の

後

、

四

年

近

い

四

十

四

カ

月

、

日

本

人

だ

け

で

も

三

百

万

人

余

の

生

命

が

失

わ

れ

、

広

島

・

長

崎

に

投

下

さ

れ

た

原

爆

に

よ

る

被

害

者

の

苦

労

や

実

際

の

苦

痛

は

、

当

時

だ

け

で

は

な

く

、

今

も

な

お

継

続

。

 
 

 

 

◆

し

か

し

今

年

の

同

日

、

日

本

開

戦

の

こ

と

を

、

Ａ

新

聞

で

は

、

連

日

掲

載

の

コ

ラ

ム

に

少

し

書

い

た

の

み

。

当

日

の

一

面

ト

ッ

プ

記

事

は

、

各

国

の

十

五

歳

を

対

象

に

し

た

「

国

際

学

習

調

査

」
結

果

で

、「
日

本

の

読

解

力

が

八

位

に

回

復

(

前

回

は

十

五

位

)

」
と

い

う

記

事

。

 

 
 

も

ち

ろ

ん

、

今

後

の

日

本

を

担

っ

て

い

く

若

者

の

学

力

が

回

復

・

向

上

し

た

こ

と

は

喜

ば

 

し

い

こ

と

で

は

あ

る

が

、

こ

の

若

者

た

ち

が

戦

争

の

こ

と

、

そ

し

て

何

よ

り

も

、

現

在

の

平

和

憲

法

が

戦

争

の

反

省

か

ら

出

来

あ

が

っ

て

い

る

こ

と

を

心

に

留

め

て

い

る

だ

ろ

う

か

！

 

 

◆

わ

が

日

本

国

憲

法

の

前

文

に

は

何

と

謳

わ

れ

て

い

る

か

？

 

→

裏

面

 

「

…

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

再

び

戦

争

の

惨

禍

が

起

る

こ

と

の

な

い

や

う

に

す

る

こ

と

を

決

 

意

し

…

」

 

・

さ

ら

に

憲

法

前

文

だ

け

で

も

「

平

和

」

と

い

う

言

葉

を

四

回

も

用

い

て

い

る

こ

と

か

ら

も

分

か

る

よ

う

に

、

戦

争

の

深

い

反

省

を

し

、

平

和

へ

の

決

意

を

真

正

面

に

出

し

た

の

で

あ

る

。

 

 

◆

ま

た

二

日

後

の

同

新

聞

に

は

、

六

年

ぶ

り

に

改

正

の

「

防

衛

大

綱

」

が

明

ら

か

に

な

っ

た

と

し

て

紹

介

を

し

て

い

る

。

 

・

最

初

の

「

防

衛

大

綱

(

一

九

七

六

年

)

」

は

、
「

基

盤

的

防

衛

力

構

想

…

自

衛

隊

部

隊

を

全

国

 

に

ま

ん

べ

ん

な

く

配

置

」

で

あ

っ

た

が

、

今

回

か

ら

「

動

的

防

衛

力

…

機

動

力

や

即

応

性

重

視

」

に

転

じ

た

の

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

尖

閣

諸

島

や

北

朝

鮮

の

動

向

に

対

応

で

き

る

よ

う

に

 

変

更

、

そ

れ

は

、

戦

争

に

繋

が

る

実

際

的

な

自

衛

隊

活

動

と

言

え

る

の

で

は

な

い

か

。

 

・

た

だ

、

武

器

輸

出

三

原

則

に

つ

い

て

は

明

記

を

先

送

り

し

た

。

 

 

◆

こ

の

よ

う

に

現

政

権

は

、

旧

・

自

民

党

政

権

と

変

わ

り

な

い

考

え

方

で

走

っ

て

お

り

、

憲

法

改

正

論

者

も

お

り

、

厳

し

い

状

況

と

言

わ

ざ

る

を

得

な

い

。

 

 

※

こ

の

流

れ

で

、
「

憲

法

」

が

な

し

崩

し

に

崩

さ

れ

て

い

く

の

だ

ろ

う

か

。

 
 

・

若

者

の

「

読

解

力

」

回

復

も

良

い

事

で

あ

る

が

、

今

求

め

ら

れ

て

い

る

の

は

、

国

民

全

体

で

の

「

憲

法

・

読

解

力

」

の

回

復

で

は

な

い

か

！

 

◆

改

め

て

、

十

二

月

八

日

・

開

戦

と

、

戦

争

の

虚

し

さ

を

思

い

起

こ

し

、

平

和

憲

法

を

さ

ら

に

掲

げ

よ

う

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

！

 

  

二

〇

一

〇

年

十

二

月

十

二

日

（

日

）

第

五

二

六

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

 

  
 

 
 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 

事

務

局

 

浜

松

市

紺

屋

町

三

〇

一

～

十

五

 


